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１．はじめに 

国道における事前通行規制区間の解除や緩和は，管理区域外からの土砂災害（いわゆるもらい災害）が懸念

されることなども要因となって，ピーク時の昭和 52 年度の 224 区間から平成 27 年の 175 区間と約 2 割しか減

っていないのが現状である 1)．このようなもらい災害を防ぐには，道路管理区域外からの土砂災害に対しても

何らかの防災対策を講じることが重要であり，事前に規制区間に影響を及ぼす範囲（道路管理区域外も含めた）

における土砂災害の危険度（場所や規模など）を定量的評価手法により明らかにし，それらに対する現状の対

策工の効果を評価しておくことが必要である．このような定量的な土砂災害の危険度評価を行うためには，入

力条件として，その地域の降雨特性を考慮した降雨波形が不可欠であり，降雨波形に応じて土砂災害の危険度

評価結果が異なるのであれば，それらの特性を理解しておくことが重要である．本研究では，ある国道の事前

通行規制区間を対象として，規制区間周辺で観測された雨量データに対して自己組織化マップ（SOM）を用

いてパターン分類を行うことで，対象区間における降雨特性を明らかにし，それらに基づく土砂災害危険度評

価のための入力降雨波形を作成することを目的とする． 

２．降雨データ 

 本研究で対象としたテレメータ T は，規制区間の中

央付近に設置されており，2011～2017 年の 6 年間のデ

ータ（時間雨量）が保存されている状況であった．6

年間のデータからでは，対象区間の降雨特性が十分に

明らかにすることができないと考えたため，近傍のア

メダス観測所 S に着目することとした．なお，アメダ

ス観測所Sは，テレメータTから南南東に直線距離で，

約 2.6 km 離れた地点に位置している．まず，テレメー

タ T とアメダス観測所 S における観測雨量データの類

似性について検討した．図-1 は，2011 年 1 月 1 日から

2017 年 10 月 31 日までに両地点の同時刻に観測された

時間雨量を散布図として比較した結果ならびに両地点

間の距離を考慮して，アメダス観測点での観測時刻を

1 時間，2 時間すらしたものを示している．図-1 より，

相関係数の比較では，同時刻の場合は 0.72，時刻 1 時間差の場合は最も相関が 0.86 と高い値を示しているこ

とがわかる．したがって，両地点間での雨量の観測値のズレは概ね 1 時間以内であると思われる．また，対象

規制区間での通行規制の準備段階にある連続雨量 100mm 以上の降雨に限定して抽出した連続雨量の降雨波形

（国道の基準である，時間雨量 2mm 以下が 3 時間継続時に累積雨量はゼロリセット）を比較した結果から，

連続雨量や最大時間雨量の値に対しても，両者間に高い相関があることが確認された．したがって，対象区間

の降雨特性を検討するため，アメダス観測所 S における観測雨量データを用いることとした． 
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図-1 時間雨量の比較 
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３．降雨特性の検討 

 対象地区の降雨特性を定量的に判断するため，表-1

に示す指標を定義した．なお，近年の降雨特性を考慮

するため，アメダス観測所 S の 1998 年から 2017 年の

20年間の総雨量 100mm以上の連続雨量データを降雨

波形（36 件）として抽出し，表-1 に示した指標をそ

れぞれ算出した．算出した指標を SOM（自己組織化

マップ）を用いてパターン分類した結果を図-2 に示

す．なお，降雨指標は，それぞれの値を正規化し，0

から 1 までの範囲に変換して使用した． 

 図-2 より，本地区の降雨波形は，概ね 4 つのグル

ープに分類されることが分かった．それぞれの降雨波

形の特徴を表-2 に示す．各グループの事例件数は，

①「前方集中長雨型」は，全 36 件中の 5 件，②「後

方集中豪雨型」は，7 件，③「前方～中央集中弱雨型」

は，9 件，④「先行降雨後方集中弱雨型」は，6 件で

あり，各グループでの発生件数の差はあまり見られな

かった．また，土砂災害に対する降雨の危険性を考慮

すると，連続雨量の多い①「前方集中長雨型」と連続

雨量が多く，降雨集中位置が中央から後方にあり降雨

集中度も大きい②「後方集中豪雨型」が，他の 2 グル

ープに比して，より危険性が高い降雨波形だと考えら

れ，実際に，この規制区間において災害を引き起こし

た降雨波形も①「後方集中先行弱雨型」と②「後方集

中豪雨型」であった． 

４．シミュレーション降雨波形 

各グループにおいて，降雨指標①～⑥の最大値もし

くは平均値を求め，それらの値を使用することで各グ

ループの特性を考慮した降雨波形とすることとした

（図-3 参照）なお，図中には，②「後方集中豪雨型」

のシミュレーション降雨波形（（最大値使用）も示し

ている．SOM 分析結果を活用することで，対象区間

における降雨特性を考慮した入力降雨波形を作成す

ることが可能となった． 
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図-2 SOM 分析結果（全体マップ） 

表-2 各グループの降雨波形の特徴 
No. 名称 特徴 

① 
前方集中

長雨型 

降雨集中位置が前方にあり，連続雨量

が 200mm 以上と大きく，降雨継続

時間も大きいが，降雨集中度が低く，

強雨率も低い降雨 

② 
後方集中

豪雨型 

降雨集中位置が中間から後方にあり，

連続雨量，降雨集中度も大きく，最大

時間雨量も 50mm 以上，ピーク±1

時間雨量も 100mm 以上と大きい一

方で，降雨継続時間が 10 時間程度と

短い降雨 

③ 

前方～中

央集中弱

雨型 

降雨集中位置が前方から中間にあり，

連続雨量が 100mm 程度であり，ピ

ーク±1 時間雨量，先行降雨率，強雨

率も小さい 

④ 

先行降雨

後方集中

弱雨型 

降雨集中位置が後方で，連続雨量が

100mm 程度と小さく，降雨集中度も

小さいが，先行降雨率が大きい降雨 

図-3 降雨波形作成の概念図と 

②「後方集中豪雨型」の降雨波形例（最大値使用）
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